
＜自己評価１回目＞

【福祉車両・就労支援車両】

(2) 優れてい
る点・課題、
改善すべき

点

新車であり、乗り心地も良いため、ご利用者に喜んでいただいている。初度登録から15年経過した既存の軽自動車が2台あり、今
回の車両導入後も併用しているが、ご利用者の安全、快適を考えると、今回導入した車両をできるだけ使っていきたい。

(1) 事前計画
(2/5)記載の「補
助事業の直接
的な目的」を踏
まえた、事業全
体についての

意見・所感

デイサービスセンターの送迎は、狭い道を通らなければならないことがよくあるが、狭い所も通りやすく、ご利用者を安全、快適に
送迎することができている。
また車両は車椅子乗車に電動ウインチを採用しているため、職員の負担軽減もできている。
利用者数の減少などで、収支状況が厳しいが、補助いただくことで、経費削減ができ、収支改善をして事業の継続が行えた。

(3) その他、ア
ピールしたい
点、是非知っ
てもらいたい

点

デイサービスセンターのある施設は、特別養護老人ホーム、居宅介護支援事業所、地域包括支援センターなど複数の事業所が
入っている施設で、研修や会議で地域住民や他事業所の職員なども多く来設する。施設玄関の、入ってきた人の目に必ず留ま
る位置にポスターを掲示しているので今回の補助事業について広く知っていただける。

総合
評価点　●(a) 個別項目の評価から実施状況等を振り返り、事業全体を評価してください。

1.年間延13,700人
程度予定状況
2.年間延15,400人
程度予定状況

1.100％
2.100％

1.～2.
上記の情報発信に競輪補助金による事業であることを明示した。 4

3

1.年間延13,700人
程度予定状況
2.年間延15,400人
程度予定状況

1.100％
2.100％

（b）　総合評価

 (5) 自己評価
の

体制
評価委員会を開催し評価を行った。評価結果は法人ホームページに公表予定。

採点

(3)
達成
目標

事業の
実施
結果

［達成値］

2024年9月 75%

採点

(4)
情報
発信

事業の
実施
結果

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採点

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］

1.2024年11月7日に、施設玄関にポスターを掲示。計画時と同等の来設者がある
ため、年間延13,700人程度閲覧予定状況。
2.2024年10月29日に、法人ホームページに掲載。計画時と同等の閲覧数がある
ため、年間延15,400人程度閲覧予定状況。

4

競輪・
ｵｰﾄﾚｰ
ｽ補助
金によ
る事業
である
こと

4

事業の
発展性 ２回目の自己評価時に評価してください。（評価様式は別用紙になります。）

採点

事業の
新規性
または
継続の
必要性

２回目の自己評価時に評価してください。（評価様式は別用紙になります。）

採点

なるべく早く導入したいと考え、目標値は2024年6月導入だったが、4月から6月は
法人の決算理事会等の期限のある業務が多い上に、4月の介護報酬改定等の想
定外の事務作業があり、当補助事業の事務業務が遅くなってしまい、車両の導入
年月が遅れてしまった。
導入後は導入日翌日よりデイサービスゆづきの利用者送迎に使用している。

2

目標値は1日当り　迎え時3回、送り時3回であったが、達成値は下回った。
利用者数が計画を立てた頃、前年度10月は1日平均22.0人だったが、当年度10
月は1日平均15.8人と6.2人少なくなっているため、送迎回数自体が減っている。
また、既存の軽自動車2台がどちらも初度登録から15年経過しており、まもなく廃
車しなければならないと想定している。その想定で、今回の車両を導入しており、
廃車後は、今回の車両の使用が増える予定で、今後、使用回数は増える予定。

2
事業の
成果・
波及

［達成値］ ［達成状況］ ［具体的内容］ 採点

1日当り
迎え時1.8回、
送り時1.9回

迎え時　60％
送り時　63％

実施計
画

・体制

［達成状況］ ［具体的内容］ 採点

2024

当補助事業の事務担当が、4月の介護報酬改定等の想定外の事務作業があり、当補助事業の事務業務が遅くなり導入時
期が遅くなった。時期が遅くなった以外は問題なく導入ができ、導入後は、導入日翌日からデイサービスセンターゆづきの
送迎に使用している。

採点

3

補助事業者名

　●個別の評価項目について、事前計画／自己評価書（３／５①②）　４．事前計画　に対する達成状況等を把握し、分析・評価してください。

５．補助事業の自己評価 作成日 年

整理番号

予定していた移送車２「スロープ式」　タントを導入でき、9月下旬よりデイサービスセンターゆづきの利用者送迎に使用している。

別紙4　JKA補助事業　　2024年度　事前計画／自己評価書（４／５）

(1) 受益者
（ニーズ） ２回目の自己評価時に評価してください。（評価様式は別用紙になります。）

採点

(2) 事業内容

11 月 13 日 作成者

（福）山寿会

（a）　個別項目評価



＜自己評価１回目＞

＊
 (2) 実施体制
  (人員、関係機関
   の協力等の確保)

 (3) 資材調達
  (事業実施に必要
   な物資等の確保)

＊
 (4) 実施期間
  (事業終了までに
   要する期間)

 (9) 実施体制以外
    の団体等の協
    力・支援

 (11) 利害関係者
    (受益者以外)の
    要望への対応

 (16)　特になし

 (6) 設計仕様の
　　変更 (主に建築)

【福祉車両・就労支援車両】

 (13) 同様の技術
    開発

 (14) 競合するサー
    ビス・事業の出
    現

 (15) その他

 (12) 災害の発生
    (地震、洪水等)

 (10) 関連法制度
    の変更

外
部
要
因

 (8) 受益者の
    規模・ニーズ

 (7) その他

内
部
要
因

 (5) 事業運営のノウ
   ハウ (進捗管理、
   資金管理等)

補助事業者名 （福）山寿会整理番号

（c） 事業の促進・阻害要因の自己分析

 (1) 経費

（2）（4）事務担当が想定外の業務で当補助事業の
事務業務が遅くなり導入時期が遅くなった

（2）（4）想定外の業務をしなければならないことは起
こりうることなので、そういったことも想定して計画は
たてるようにする。

別紙　JKA補助事業　　2024年度　事前計画／自己評価書（５／５）

● 事業の目標達成を促進した、あるいは阻害した要因について、「要因分類」 (1)～(15)の「促進」または「阻害」欄に「＊」を記し、
　　要因の内容を a 欄に、阻害要因への対応あるいは今後この分析結果をどう活かすかを b 欄に、それぞれの要因分類の番号
　　(1)～(15)を付して、具体的にご記入ください。

事業の促進・阻害要因の自己分析

促進 阻害 要因分類 a. 促進または阻害要因の具体的な内容 b. 対応、今後この分析結果をどう活かすか。

● 促進または阻害要因が無い場合には、(16) の欄に「＊」を記してください。


